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 本稿では，志賀原子力発電所２号機（以下，志賀２号機）の自主的安全性向上の一環として整備した，

出力運転時の炉心損傷評価ツールモデル（以下，出力運転時リスクモニタモデル）の整備内容，評価結果

及び活用例について示す。 

キーワード：確率論的リスク評価（PRA），出力運転時リスクモニタモデル，PRA 評価ツール，自主的安全

性向上，リスク情報活用，オンラインメンテナンス 

1. 緒言 

北陸電力では，自主的安全性向上の一環として志賀２号機（ABWR）の PRA モデル整備の自営化を段階

的に進めている。志賀２号機では，これまで福島第一原子力発電所の事故を踏まえ，重大事故等対処設備

の設置等，様々な安全対策に取り組んできていることから，リスク情報活用の一環として運転期間中にお

ける日々のリスクを定量的に確認すること，及び今後のオンラインメンテナンスを見据えた基礎モデルの

整備を目的に，発電所員が使用できる出力運転時リスクモニタモデルの整備を実施した。本稿では，出力

運転時リスクモニタモデルの整備内容，及び評価結果を報告する。 

2. 出力運転時リスクモニタモデルの整備内容  

 出力運転時リスクモニタモデルは，PRA 評価ツールで作成した P RA

モデル（以下，PRA 評価モデル）に対して，図 1 のような運転期間中

のシステム状態変化（運転／待機／待機除外），及び定例試験の有無を

反映することで，プラント状態に対応したリスク評価（炉心損傷頻度の

評価）を行い，適切な機器の切り替えを考慮した工程及び任意工程の策定をサポートする。 

3. 評価結果の確認 

出力運転期間中の機器の切り替えを考慮した工程を入力した出力運転時リスクモニタモデルとPRA評価

モデルの炉心損傷頻度評価結果（前報[1]参照）とを比較し，評価結果の妥当性を確認した。確認結果，出

力運転時リスクモニタモデルと PRA 評価モデルの炉心損傷頻度評価結果，及び上位カットセットが一致し

ていることから，出力運転時リスクモニタモデルで得られる評価結果は妥当であると判断した。また，定

例試験を実施した際は，定例試験のカットセットが新たに現れていることを確認した。なお，北陸電力で

は，今後も最新知見を取り込みながら更なるリスク低減の検討やリスク情報活用を進める計画である。 

4. 出力運転時リスクモニタモデルの活用例及び今後の課題 

出力運転時リスクモニタモデルは，PRA の知識が無い発電所員でもプラント工程を入力することで，炉

心損傷頻度を評価し，リスクグラフとして視覚的にリスクを把握できるため，リスク低減のための安全対

策の検討の機会が増加し，発電所員の安全意識の向上に繋がる。また，米国では既に実施されている，オ

ンラインメンテナンスを実施する場合に活用が見込まれている。今後の課題として，出力運転時リスクモ

ニタモデルを現場で活用し，得られた要望等を出力運転時リスクモニタモデルに反映していく必要がある。 
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